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(57)【要約】
【課題】　排水用マスが汚水で満杯の家が同時に複数発
生しても、汚水を溢れさすことなく、また電気エネルギ
ーによることなく、排水処理できるようにする。
【解決手段】　作業区間１の下水管２に接続されている
複数の排水用マス３に汚水の吸込管９を夫々接続する。
この各吸込管９に管路の開閉弁１０を設ける。この開閉
弁１０を介して汚水を吸引し、作業区間１外の下流側の
下水管６に排水する真空吸引装置５を備えて形成する。
開閉弁１０を、汚水で排水用マス３が満杯になると吸込
管９内の真空を取り入れて開閉弁１０を開き、排水用マ
ス３の汚水の水位が下がって一定量の空気を吸い込むと
開閉弁１０を閉じる弁ユニット１１を備えて形成する。
この弁ユニット１１を作動させる水位検知管２１を、排
水用マス３に夫々設ける。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　作業区間の下水管に接続されている複数の排水用マスに汚水の吸込管が夫々接続され、
この各吸込管に管路の開閉弁が設けられ、この開閉弁を介して汚水を吸引し、上記の作業
区間外の下流側の下水管に排水する真空吸引装置を備えて形成されている管路切廻し処理
システムであって、上記の開閉弁が、汚水で排水用マスが満杯になると吸込管内の真空を
取り入れて開閉弁を開き、排水用マスの汚水の水位が下がって一定量の空気を吸い込むと
開閉弁を閉じる差圧検知式の弁ユニットを備えて形成され、この弁ユニットを作動させる
水位検知管が、上記の排水用マスに夫々設けられていることを特徴とする管路切廻し処理
システム。
【請求項２】
　請求項１記載の管路切廻し処理システムであって、弁ユニットが、ダイアフラムを備え
て形成されていることを特徴とする管路切廻し処理システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、管路切廻し処理システムに関し、更に詳しくは作業区間の管路としての例え
ば下水管に接続されている排水用マスの汚水を、作業区間の下水管を迂回して、作業区間
外の下水管にバイパス排水し、下水を使用しながら、作業区間の下水管を、清掃、検査、
補修、交換等の作業を行なうことができるよう形成した管路切廻し処理システムに関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種のシステムとしては、例えば特許文献１に記載されているものがある。
　この従来技術は、作業区間の下水管に接続した複数の排水用マスに吸引管を夫々接続し
、この各吸引管に開閉弁を介して真空吸引排水装置を接続している。
【０００３】
　そして、特許文献１の従来技術は、開閉弁を開閉するための電磁切換弁のソレノイドに
通電する信号を受信するＩＤターミナルと、コントローラを、１系統の制御信号ケーブル
で直列に接続し、１つの電磁切換弁のソレノイドに通電して１つの開閉弁を開として、１
つの排水用マスの汚水を排水できるよう構成している。
【０００４】
　即ち、この従来技術の場合は、１系統の制御信号ケーブルで、各開閉弁を１つづつ開閉
制御していく構造であった。
　従って、これによると、排水用マスが満杯になった家が、同時に複数発生すると、排水
処理が後回しになった家の排水用マスから汚水が溢れ出て周辺を汚す、という問題点があ
った。
【０００５】
　また特許文献１の従来技術は、電気ケーブルの配線工事や電源設備の設置工事を伴い、
電気エネルギーを必要とした。
　従って、これによると、工事の手間暇やコストが、その分、増加する、という問題点が
あった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００２－２０１７０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、このような従来技術の問題点に鑑み、提案されたものである。
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【０００８】
　従って、本発明の解決しようとする技術的課題は、各家の排水用マスの汚水が満杯にな
ると、並行して同時に排水処理できるよう形成し、排水用マスが汚水で満杯の家が同時に
複数発生しても、汚水を溢れさすことなく、また電気エネルギーによることなく、同時排
水処理できるよう形成した管路切廻し処理システムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、上記の課題を解決するため、次のような技術的手段を採る。
【００１０】
　即ち本発明は、図１等に示されるように、作業区間１の下水管２に接続されている複数
の排水用マス３に汚水の吸込管９が夫々接続され、この各吸込管９に管路の開閉弁１０が
設けられ、この開閉弁１０を介して汚水を吸引し、上記の作業区間１外の下流側の下水管
６に排水する真空吸引装置５を備えて形成されている管路切廻し処理システムであって、
上記の開閉弁１０が、汚水で排水用マス３が満杯になると吸込管９内の真空を取り入れて
開閉弁１０を開き、排水用マス３の汚水の水位が下がって一定量の空気を吸い込むと開閉
弁１０を閉じる弁ユニット１１を備えて形成され、この弁ユニット１１を作動させる水位
検知管２１が、上記の排水用マス３に夫々設けられていることを特徴とする（請求項１）
。
【００１１】
　而して、本発明は、弁ユニット１１が、ダイアフラム１２を備えて形成されているのが
好ましい（請求項２）。
　なぜならこれによると、簡単で安価に弁ユニット１１を形成できるからである。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明は、このように排水用マスの汚水が満杯になると、吸込管内の真空を取り入れて
開閉弁を開き、排水用マスの汚水を吸込管を介して作業区間の下流側の下水管に排水でき
るよう形成している。
【００１３】
　従って、本発明の場合は、各家の排水用マスの汚水が満杯になると、並行して同時に排
水処理できる。それ故、これによれば、排水用マスが汚水で満杯の家が、同時に複数発生
しても、汚水を排水用マスから溢れさせることがない。
【００１４】
　また本発明は、排水用マスの水位の上昇を、水位検知管で空気圧の変化に換えて開閉弁
を動作させるものである。
　従って、本発明の場合は、電気エネルギーを必要としないから、これによれば、電気ケ
ーブルの配線等の手間暇や電気代を一掃できる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明システムの好適な一実施形態を示す構成図である。
【図２】同上システムの要部断面図である。
【図３】同上システムの要部断面図である。
【図４】開閉弁の要部断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明を実施するための形態を説明する。
【００１７】
　図１等において、１は、清掃、検査、交換等の作業を行なう作業区間である。この作業
区間１の下水管２には、各家の排水用マス３から排水される汚水を導くための排水管４の
先端４ａが開口されている。作業区間１の下水管２を作業する際は、この排水管４の先端
４ａを止水した上で行う。
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　なお、図１に示される実施形態は、道路の両側に人家があり、道路に埋設されている下
水管２に各家から汚水が排水されるケースである。
【００１８】
　５は、排水用マス３の汚水を吸引し、上記の作業区間１外の下流側の下水管６に排水す
る真空吸引装置である。この真空吸引装置５は、汚水吸引用の負圧を発生する真空ポンプ
７、吸引汚水排出ポンプ８等を備えて形成されている。
【００１９】
　９は、汚水の吸込管である。この吸込管９は、作業の際に現場で、各家の排水用マス３
に夫々設置される。この吸込管９は、開閉弁１０で管路が開閉するよう形成されている。
なお、この吸込管９は、開閉弁１０で管路が閉じられているときは、開閉弁１０から先の
吸込管９内が、上記の真空吸引装置５で真空状態にある。
【００２０】
　上記の開閉弁１０は、汚水で排水用マス３が満杯になると吸込管９内の真空を取り入れ
て開き、排水用マス３の汚水の水位が下がって一定量の空気を吸い込むと閉じる弁ユニッ
ト１１を備えて形成されている。
【００２１】
　上記の弁ユニット１１は、この実施形態では図３、図４に示されるように、ダイアフラ
ム１２を備えて形成されている。１３は進退動作する弁本体であり、１４は空気室である
。１５は、この空気室１４内に収納されて弁本体１３を復帰させるコイルバネである。ま
た１６（図４参照）は検知弁、１７（図４参照）はニードル弁、１８は３方弁空気室、１
９は３方弁ダイアフラム、２０は３方弁である。
【００２２】
　また２１は、弁ユニット１１を作動させる水位検知管である。この水位検知管２１は、
排水用マス３の汚水の水位が上昇すると、ダイアフラム１２に空気圧を加えるよう開閉弁
１０に接続されている。また２２は、大気を、弁ユニット１１に導入するためのブリーザ
ー管である。
【００２３】
　なお、２３は上流側のマンホールであり、２４は下流側のマンホールである。上流側の
マンホール２３と下流側のマンホール２４は、真空吸引装置５を介してバイパス管路２５
ａ、２５ｂで接続されている。
　なお、作業区間１の下水管２の上流側と下流側の下水管は、バルーン型の止水装置２６
で止水される。
【００２４】
　作業区間１外の上流側の下水管２７から流れて来る汚水は、上流側のマンホール２３内
に配置されるポンプ２８で汲み出され、真空吸引装置５を介して作業区間１外の下流側の
下水管６に排水される。
【００２５】
　次に、本発明システムの作用を説明する。
【００２６】
　先ず、各家の排水用マス３に汚水が溜まり、水位が上昇すると、水位検知管２１の空気
圧が高まり、水位検知管２１を介してダイアフラム１２に空気圧が加わる。
【００２７】
　すると、検知弁１６、３方弁２０が開き、空気室１４と吸込管９が管路２９を介して連
通し、空気室１４が真空圧（負圧）になる。従って、弁本体１３がコイルバネ１５の弾発
力に抗して吸引され（図３の実線状態参照）、全開する。その結果、排水用マス３内の汚
水が吸い込まれ、吸込管９、バイパス管路２５ｂを経て、作業区間１外の下流側の下水管
６に排水される。
【００２８】
　排水用マス３内の汚水が排出されて排水用マス３の水位が下がると、水位検知管２１の
圧力が低下する。すると、弁ユニット１１の制振隔膜外周部（図示せず）より排気し、ダ
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【００２９】
　そして、真空圧により開度がコントロールされたニードル弁１７より徐々に３方弁空気
室１８に大気が入る。その結果、３方弁ダイアフラム１９が、バネ力で戻されて３方弁２
０を切り換える。すると、大気が、ブリーザー管２２を介して空気室１４に入る。
【００３０】
　この結果、弁本体１３がコイルバネ１５の復元力で押し戻され、吸込管９の流路が閉じ
られる（図３の鎖線状態参照）。これにより、汚水の吸込みが停止する。
【００３１】
　このように本発明は、排水用マス３の汚水の水位が上がり、排水用マス３が満杯になる
と、吸込管９内の真空圧を利用して開閉弁１０が開き、汚水が排水されるものである。
　従って、本発明は、各家の排水用マス３が汚水で満杯になると、汚水の吸い込み動作が
並行して同時に行われる。
【符号の説明】
【００３２】
　１　　　作業区間
　２　　　作業区間の下水管
　３　　　排水用マス
　５　　　真空吸引装置
　６　　　作業区間外の下流側の下水管
　９　　　吸込管
　１０　　開閉弁
　１１　　弁ユニット
　２１　　水位検知管

【図１】 【図２】
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